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結晶の<001>方向に圧力を加えると， 272mμ， 336mμ 帯の発光強度に大きな変化があり，その温度
依存性や偏光相関を考え合せると，乙の変化は圧力によって縮退した励起状態が分裂し，それらの
電子状態の電子密度に差が出来る結果生ずることが判明した。イオン模型の範囲で， 272mμ 帯が，
lT1u • 336mμ 帯が 3T1u 電子状態に対応する乙とが明らかとなり，これは Illingworth ゃ Edgerton
の他の方法による結果と一致する。乙の場合， Eg モードの歪を与えることになり， Eg モードの歪と
最外殻電子の結合定数が求まり，その符号が負であることが結論された。
<110>方向に圧力を加えると 272mμ. 336mμ， 430mμ，帯に大きな変化があり， 乙の場合 Eg と
T2g モードの歪が加わることになる。その中で T2g 歪は Eg モードのヤーンテラー効果によって
く001> 方向(及びそれに等価な方向)に固定された選移双極子を回転させることがわかった。その
回転方向から T2g モードの歪と最外殻電子の結合定数は正の値であることが結論される。
289mμ 帯には圧力効果が無く， 明らかに 272mμ 帯とは別の状態からの蛍光であり， 430mμ 帯に
は割合大きな圧力効果がある乙とから 3A1u 状態からの鐙光ではなく，別の縮退した状態に対応する














Eg モードの格子歪との結合常数を求めた。またく110>方向の Stress 印加により結晶に T胞にモ




以上嶋田君の論文は，盤光中心の Relaxed Excited State の詳細を明らかにし，電子と格子の相
互作用に定量的な情報を与えたもので，乙の分野の研究に大いに寄与するものと言える中よって理学
博士の学位論文とし十分価値あるものと認める 9
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